






































































































































































































































































































































1960 年 4 月
水木洋子、長崎を中心とした九州における第
2 回シナリオ・ハンティング（約 15 日間）。
映画の舞台となる手ぐり網漁（小型の漁船 2
艘が組になっておこなう漁）の調査が中心。
1960 年 8 月頃　
『あれが港の灯だ』の第 1稿完成











1961 年 12 月
『キネマ旬報』（275 号）に『あれが港の灯だ』
の脚本が掲載。
1961 年 2 月 16 日　
東京の東映本社における試写

















































































































































灯だ』」（『未来』2004 年 9 月）でふれている。
（4） 「私は企画者　活躍する脚本家・水木洋子さん」















公論』1960 年 4 月号）
 「“李ライン”舞台に人間と民族描く」（『毎日新聞』
夕刊　1960 年 8 月 26 日）
 「李ラインを描く　今井正監督『あれが港の灯
だ』　海上のシーンに苦心」（『朝日新聞』夕刊　
1960 年 9 月 19 日）
 「私は企画者　活躍する脚本家・水木洋子さん」
（『読売新聞』夕刊　1960 年 11 月 4 日）
 「今井正監督のあれが港の灯だ」（『読売新聞』夕
刊　1960 年 11 月 18 日）
 松田純「『あれが港の灯だ』をみて」（『親和』
1961 年 2 月号）
 水木洋子「水木洋子『もず』『婚期』を語る（聞き手：





























ラインの撤廃を訴える」（『婦人公論』1956 年 2 月）
内で紹介されている留守家族の発言より。
（10）「迫力ある社会ドラマ『あれが港の灯だ』」（『読
売新聞』夕刊　1961 年 2 月 24 日）。


































製作年度 タイトル 監督 共同脚本 その他
1949年 女の一生 亀井文夫 八住利雄 　
1950年 また逢う日まで 今井正 八住利雄 　
1951年 せきれいの曲 豊田四郎 　 　
1952年 安宅家の人々 久松静児 　 　
1952年 おかあさん 成瀬巳喜男 　 　
1952年 丘は花ざかり 千葉泰樹 井手俊郎 　
1952年 求婚 　 井手俊郎 映画化されず
1953年 ひめゆりの塔 今井正 　 　
1953年 夫婦 成瀬巳喜男 井手俊郎 　
1953年 愛情について 千葉泰樹 井手俊郎 　
1953年 あにいもうと 成瀬巳喜男 　 　
1953年 にごりえ 今井正 井手俊郎 　
1953年 夕刊小僧 　 　 映画化されず
1954年 山の音 成瀬巳喜男 　 　
1955年 浮雲 成瀬巳喜男 　 　
1955年 女の一生 中村昇 　 　
1955年 ここに泉あり 今井正 　 　
1956年 驟雨 成瀬巳喜男 　 　
1956年 夜間中学 本多猪四郎 　 　
1957年 あらくれ 成瀬巳喜男 　 　
1957年 純愛物語 今井正 　 　
1958年 怒りの孤島 久松静児 　 　
1958年 裸の大将 堀川弘通 　 　
1959年 キクとイサム 今井正 　 　
1960年 おとうと 市川崑 　 　
1961年 婚期 吉村公三郎 　 　
1961年 あれが港の灯だ 今井正 　 　
1961年 もず 渋谷実 　 　
1962年 にっぽんのお婆ぁちゃん 今井正 　 　
1962年 その夜は忘れない 吉村公三郎 　 　
1964年 甘い汗 渋谷実 　 　
1964年 怪談 小林正樹 　 　
1966年 氷点 山本薩夫 　 　
1969年 悪霊 　 　 未発表
1970年 南国お洒落旅行 　 　 未発表
1975年 灯の橋 　 　 未発表
1976年 妖婆 今井正 　 　
1976年 あにいもうと 今井正 　 リメイク
1976年 おとうと 山根成之 　 リメイク

























































Some Essential Features of Yoko Mizuki and
the movie “Are ga minato no hi da (That is the port light)”
NAITOU Hisako 
【abstract】
The movie “Are ga minato no hi da (That is the port light)” was open to the public in 1962. The supervisor of 
this movie was Tadashi Imai, and the scenario was written by Yoko Mizuki . This movie is a work that described 
the conﬂict of the young person of Korean residents in Japan who operates with a Japanese ﬁshing boat near the
“Rhee Sing Man Line". It can be said that this work is a work that catches the problem of the identity of "Korean 
residents in Japan" , and is being evaluated high now. In this text, it paid attention to Yoko Mizuki who wrote the 
scenario of “Are ga minato no hi da (That is the port light)”, and a part of the ﬁlm-making process was clariﬁed.
【key words】
Japanese Film,  Yoko Mizuki,  the“Rhee Sing Man Line”
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